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第２回
鳥栖市都市計画道路見直し検討懇話会資料

平成２９年２月２８日

佐賀県 鳥栖市

１．道路網の課題
２．市街地道路の機能強化の検討
３．今後の検討方針

資料１



▼事業所数と従業者数の推移

１）鳥栖市の地域特性、陸路交通

・九州の陸路交通網において、九州の南北交通軸（九州縦貫道・国道3号・JR鹿児島本線・九州新幹線）
と、九州の東西交通軸（九州横断道・国道34号・国道500号・JR長崎本線）が交差する位置にあるため、
九州物流の集積地として発展してきた。

・この地理的優位性から鳥栖市には数多くの物流企業等が進出しており、進出企業は現在も増加傾向にあ
る。

鳥栖市

▼地勢、道路・交通ネットワーク▼鳥栖市の位置

１．道路網の課題

2出典：鳥栖市統計書（平成２７年版）



２）企業等の立地状況

・主要な企業や大規模小売店の多くは、市内の中心市街地、特に、（国）３号や（主）久留米基山筑紫野
線の南北交通路線と（国）34号や（市）酒井西真木線の東西交通路線の沿線に立地しており、人や車が
集中しやすい構造になっている。

▼大規模小売店等▼工場・企業立地

１．道路網の課題
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酒井西真木線 酒井西真木線



３）企業団地からの道路の利用実態（物流プローブデータ※H27.10による経路分析）

・市内に立地する代表的な企業団地からのトラック輸送経路をみると、 (国) ３号や(国) 34号の主要幹線
道路に加え、(都)飯田蔵上線や(市）酒井西真木線などの東西交通路線が主な輸送ルートとして利用され
ている。

１．道路網の課題
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▼グリーンロジスティックパーク鳥栖

※物流プローブデータとは
・物流系企業の運搬車両に付属するＧＰＳより、位置データを読み取り、１分間隔で位置情報や速度情報を収得したもの（Ｈ27.10データ）

▼鳥栖西部工業団地

▼轟木工業団地▼鳥栖商工団地



４）鳥栖ＩＣからの道路の利用実態（物流プローブデータH27.10による経路分析）

・鳥栖ICから各事業所へのトラック輸送経路をみると、企業団地からの道路の利用実態と同じく、
(国) ３号や(国)34号の主要幹線道路に加え、(都)飯田蔵上線や(市)酒井西真木線などの東西交通路
線が主な輸送ルートとして利用されている。

▼国道３号
（国道３号を通過した車両の経路を追跡捕捉）

▼国道３４号
（国道３４号を通過した車両の経路を追跡捕捉）

１．道路網の課題

３34

３

３34

３
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ＪＲ貨物の拠点
（田代駅）



※１通過交通とは
・鳥栖市以外を発地・着地とし、鳥栖市を通過する交通

【南側断面】
通過：322百台
発着：289百台
通過割合：約53%

福岡北部

福岡南部、
熊本県

佐賀県西部、
長崎県

佐賀市
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上峰町
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：鳥栖市発着
：鳥栖市を通過
：鳥栖市を通過（高速利用）

【西側断面】
通過：324百台
発着：301百台
通過割合：約52%

那珂川町・
筑紫野市等

263

86

127

鳥栖市

34

157

※２ 道路交通センサス（H17現況OD）とは
・全国の道路交通の実態を把握するために、概ね５年毎に実施されている道路交通起終点
調査であり、地域間の交通流動量を調査したもの

133

・鳥栖市を経由する地域間の交通流動をみると、市東側との交通流動以外の断面では約５割が通過交通※１

であり、鳥栖市に無関係な交通の影響を受けている。

▲地域間の交通流動

単位：百台/日

５）鳥栖市周辺地区との交通流動

１．道路網の課題

【南側断面】
通過：322百台
発着：289百台
通過割合：約53%
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【東側断面】
通過： 48百台
発着：133百台
通過割合：約27%

【北側断面】
通過：598百台
発着：329百台
通過割合：約65%

766

出典：道路交通センサス（H17現況OD）※２



６）現況道路網の交通量（推移）（１）

・企業等の立地状況や道路利用から、南北交通路線は(国)３号や(主)久留米基山筑紫野線などが主要な
アクセス道路としての機能を果たしている。

・ (国) ３号では交通量が１日あたり約2万台にのぼり、 (主)久留米基山筑紫野線では４万台を超える
交通量となっており、大型車混入率は２割～３割と高い。
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大型車混入率は約29%と高い

※道路交通センサス（各年）とは
・全国の道路交通の実態を把握するために、概ね
５年毎に実施されている道路交通起終点調査

交通量は約2万台以上

交通量は約4万台と多い

▲鳥栖市道路網の交通量・大型車混入率

１．道路網の課題

7出典：道路交通センサス※（各年）



６）現況道路網の交通量（推移）（２）

・東西交通路線は(国) 34号や(都)飯田蔵上線、また(市)酒井西真木線などが主要なアクセス道路としての
機能を果たしており、この他にも(都)久留米甘木線や(県)鳥栖停車場線などが多く利用されています。

・ (国) 34号では交通量が１日あたり約2万台にのぼっており、 (都)飯田蔵上線では１日当り約１万台、
(市)酒井西真木線でも１日あたり約１万台の交通量となっている。

国
道
3
号

▲(県)鳥栖停車場線 ▲(県)鳥栖田代線（(都)久留米甘木線）

▲(県)鳥栖停車場曽根崎線
（(都)飯田蔵上線）

高橋

出典：道路交通センサス（各年）▲鳥栖市道路網の交通量・大型車混入率

(都)酒井西宿町線

１．道路網の課題
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出典：鳥栖市交通量調査（各年）
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大型車混入率は約18%と高い

交通量は約2万台



写真②国道３号（曽根崎交差点）

写真①

写真②

写真③

写真③国道34号（宿町交差点） 写真①市道：(都)飯田蔵上線

市内29箇所の主要渋
滞箇所のうち、（国）３
号、（国）34号及び（主）
久留米基山筑紫野線
に21か所が集中

・市内29箇所の主要渋滞箇所のうち、(国)３号、 (国)34号及び(主)久留米基山筑紫野線に21か所が集中
している。

・特に、混雑度1.75以上の区間を有する(国)３号、 (国)34号の混雑状況は慢性化している。

７）道路交通の混雑状況（１）

１．道路網の課題

出典：混雑度：道路交通センサス（H27年）

出典：「道路の交通容量」（社）日本道路協会

：昼間12時間のうち道路が混雑する可能性がある時間帯が1～2時間（ピーク時）がある。何時間も混雑が

9

：昼間12時間を通して、道路が混雑することなく、円滑に走行できる。渋滞やそれに伴う極端な遅れは

【混雑度】 交通状況の推定

1.75以上 慢性的な混雑状況を呈する

1.25～1.75未満
ピーク時はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性が高い状態。
ピーク時のみ混雑から日中の連続的混雑への過渡状態と考えられる

1.00～1.25未満 連続するという可能性は非常に小さい

1.00未満 渋滞はほとんどない

主要渋滞箇所（H.25.1） 出典：佐賀県の主要渋滞箇所図（県HP)

凡 例
出典：「道路の交通容量」（社）日本道路協会



７）道路交通の混雑状況（２）

・ 特に(国)３号、 (国)34号及び(主)久留米基山筑紫野線の主要渋滞箇所は、鳥栖市街地に集中しており、
接続する県道や市道などの市街地内道路の交通混雑に影響を与えている。

・市街地内道路では主なトラック輸送経路として(国)３号、 (国)34号及び(主)久留米基山筑紫野線を連絡
する東西交通路線（交通量約1万台/日）が利用されている。

１．道路網の課題
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市街地に交通混雑が集中

東西交通路線の利用が多い

出典：混雑度：道路交通センサス（H27年）

：昼間12時間を通して、道路が混雑することなく、円滑に走行できる。渋滞やそれに伴う極端な遅れは

【混雑度】 交通状況の推定

1.75以上 慢性的な混雑状況を呈する

1.25～1.75未満
ピーク時はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性が高い状態。
ピーク時のみ混雑から日中の連続的混雑への過渡状態と考えられる

1.00～1.25未満 連続するという可能性は非常に小さい

1.00未満 渋滞はほとんどない

主要渋滞箇所（H.25.1） 出典：佐賀県の主要渋滞箇所図（県HP)

凡 例
出典：「道路の交通容量」（社）日本道路協会



８）交通混雑緩和に向けた取り組み状況

・ (国) ３号や(主)久留米基山筑紫野線、 (主)佐賀川久保鳥栖線など広域的な幹線道路は、国、県におい
て交通混雑緩和等に向けて事業が進められている。

１．道路網の課題

(主)佐賀川久保鳥栖線
・現在、４車線化事業中

国道3号
・現在、 ４車線化事業中（鳥栖拡幅）

(主)久留米基山筑紫野線
・現在、 ４車線化事業中（JRアンダー区間）

(県)中原鳥栖線
・現在、道路拡幅事業中

11

(県)鳥栖停車場曽根崎線
・車線数増事業完了

国道3号
・現在、 バイパス事業中（鳥栖久留米道路）

出典：混雑度：道路交通センサス（H27年）

：昼間12時間を通して、道路が混雑することなく、円滑に走行できる。渋滞やそれに伴う極端な遅れは

【混雑度】 交通状況の推定

1.75以上 慢性的な混雑状況を呈する

1.25～1.75未満
ピーク時はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性が高い状態。
ピーク時のみ混雑から日中の連続的混雑への過渡状態と考えられる

1.00～1.25未満 連続するという可能性は非常に小さい

1.00未満 渋滞はほとんどない

主要渋滞箇所（H.25.1） 出典：佐賀県の主要渋滞箇所図（県HP)

凡 例
出典：「道路の交通容量」（社）日本道路協会



９）交通の課題

１．道路網の課題
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・（国）34号や（国）３号の事業区間以外が事業化に至っておらず、幹線道路の交通混雑緩和に大きく寄
与されない。

・そのため、接続する県道や市道などの市街地内道路の交通混雑が残ることが懸念され、交通混雑緩和に
向けた検討が必要である。

国道3号（鳥栖拡幅以南）
の交通混雑

市街地内道路の交通混雑

国道34号の交通混雑

出典：混雑度：道路交通センサス（H27年）

：昼間12時間を通して、道路が混雑することなく、円滑に走行できる。渋滞やそれに伴う極端な遅れは

【混雑度】 交通状況の推定

1.75以上 慢性的な混雑状況を呈する

1.25～1.75未満
ピーク時はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性が高い状態。
ピーク時のみ混雑から日中の連続的混雑への過渡状態と考えられる

1.00～1.25未満 連続するという可能性は非常に小さい

1.00未満 渋滞はほとんどない

主要渋滞箇所（H.25.1） 出典：佐賀県の主要渋滞箇所図（県HP)

凡 例
出典：「道路の交通容量」（社）日本道路協会



１．道路網の課題
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・集中する市街地の交通混雑を解決するため、次のように検討を進める。

① (国) 3号、 (国) 34号等の広域的な幹線道路の
交通混雑

市域にとどまらない広域的な幹線道路の
(国)3号、 (国)34号等は、国、県、市において
課題解決に向けて検討

②市街地の主な道路の交通混雑

まちづくりなどの観点からも検討が必要な
市街地の道路は、市において関係機関と
協議しながら、課題解決に向けて検討

１０）課題解決に向けた検討



１）検討の視点

２．市街地道路の機能強化の検討
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①交通面

②まちづくり面

③防災面

・交通混雑緩和に資する道路について検討

・市街地の交通混雑などの課題を踏まえて、道路の機能強化などについて以下の３つの
視点から検討する。

・災害発生時における迅速な避難、物資輸送
等防災面からみた検討

・将来都市構造と道路網との整合性等、まちづ
くり面からみた検討



２）交通面からの検討

２．市街地道路の機能強化の検討
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・市街地の主な道路については、トラック輸送経路等を考慮した東西方向など交通混雑緩和
に資する道路を交通面からみた検討を行う。

交通混雑緩和に資する道路を検討

出典：混雑度：道路交通センサス（H27年）

：昼間12時間を通して、道路が混雑することなく、円滑に走行できる。渋滞やそれに伴う極端な遅れは

【混雑度】 交通状況の推定

1.75以上 慢性的な混雑状況を呈する

1.25～1.75未満
ピーク時はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性が高い状態。
ピーク時のみ混雑から日中の連続的混雑への過渡状態と考えられる

1.00～1.25未満 連続するという可能性は非常に小さい

1.00未満 渋滞はほとんどない

主要渋滞箇所（H.25.1） 出典：佐賀県の主要渋滞箇所図（県HP)

凡 例
出典：「道路の交通容量」（社）日本道路協会



３）まちづくり面からの検討

図：鳥栖基山都市計画区域マスタープラン（策定中）の
参考附図(整備、開発及び保全の方針図）

・現在策定中の上位計画である「鳥栖基山都市計画区域マスタープラン(案)」におい
て、都市の骨格を形成する軸として南北方向だけでなく東西方向も位置付けられて
いる。

・将来都市構造と道路網との整合性等、まちづくり面からみた検討を行う。

２．市街地道路の機能強化の検討

16

産業軸、都市軸、広域連携軸として、
南北方向だけでなく東西方向も位置付
けられている。



４）防災面からの検討

２．市街地道路の機能強化の検討

17

・熊本地震では、救援物資の集積拠点が鳥栖市に開設され、今後も緊急支援拠点とし
ての位置付けが見込まれる。

・中心市街地からの避難や物資搬入を円滑に行うため、緊急輸送道路である高速道路
及び国道等へのアクセス道路の機能強化など、防災面からみた検討を行う。

福岡県

佐賀県

大分県

熊本県

九
州
縦
貫
自
動
車
道

長崎県

全国から
鳥栖へ

熊本の各避難所へ 高遊原分屯地へ

九
州
縦
貫
自
動
車
道

熊本の各避難所へ高遊原分屯地（熊本）へ

緊急支援物資の
受入拠点

全国からの
支援物資（食料）

陸上自衛隊
目達原駐屯地

自衛隊機での
空路輸送

34

３

熊本地震における物資輸送イメージ



１）主な検討路線の今後の検討方針

勉強会等で関係機関と協議・検討し、
検討内容について熟度を上げて頂く。

東西方向（鉄道交差）3路線含む道路
の機能強化・役割分担等について、
検討懇話会で検討。

① 久留米甘木線
② 飯田蔵上線
③ 酒井西宿町線 等

３．今後の検討方針

18

・国道3号（鳥栖拡幅
区間以南）、
国道34号 等

（広域的な幹線道路）

・道路網の課題における市街地の道路について検討する。
・第１回検討懇話会の意見を踏まえ、鳥栖市の将来道路網の方針との整合を図る必要がある。
・市街地における東西方向（鉄道交差）３路線を含む道路の機能強化・役割分担等について

検討する。

・市街地の主な道路

鳥栖市の将来道路網の方針

将来的に国県において
整備方針等を検討

見直し方針決定

※ 上記方針については、H29年度に検討を行う。

整合



１）東西連絡道路（鉄道交差） ３路線の課題（第１回検討懇話会資料より抜粋）

【参考】 第１回検討懇話会のおさらい
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１）東西連絡道路（鉄道交差） ３路線の課題（第１回検討懇話会資料より抜粋）

【参考】 第１回検討懇話会のおさらい
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